
尾道市立栗原小学校

改善計画

7月 1月

朝読書・ステップタイム
の完全実施

・開始時刻を守り，朝読書・ステップ
タイムが実施できる割合

100% 98% 93% 93% B

開始時刻の達成値は５％下がった
が，読書量や本が好きだという児
童の割合は確実に増えている。ス
テップタイムについても，どの学
年も確実に実施できている。
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・朝読書は定着し，本を読むことが好き
であるというアンケートでも1学期は
81.3％，2学期は87.5％と上昇してい
る。ステップタイムは，学年内でロー
テーションを組むことで確実に実施する
ことができるようになった。

・立ち止まって，相手の目を見て
挨拶のできる児童の割合
　　　　　　　（児童アンケート）

80% 87% 72% 90% B

あいさつ名人の取組から，あいさ
つに対する意識は高まってきてい
るが，「立ち止まって，相手の目
を見て」について，課題ととらえ
る児童も多く，より厳しい自己評
価となった。
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・「栗原しぐさ委員会」等子供達に
よる自主活動も取り入れた取組も継
続してきた。あいさつの質を高める
ことも大切にしていきたいが，より
多くの機会に温かいあいさつができ
るように，道徳や特活の時間などで
あいさつの意義について繰り返し指
導する。

・無言掃除のできる児童の割合
　　　　　　　（児童アンケート）

80% 59% 59% 74% C

掃除の役割分担や掃除の仕方などの
話し合いが掃除途中でなされ，無言
掃除にならなかったとする児童の自
己評価が多かった。事前の打ち合わ
せの重要性を認識させるとともに無
言掃除の意義を再度指導し，更に徹
底していく。
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・掃除時間前の打合せや目標確認を
重要視させる点検活動に取り組む。
・生活目標に「感謝して学校をきれ
いにしよう」を設定し，掃除の徹底
を図る。年度末にもあたり物や施設
に対する感謝の気持ちを持たせ，無
言で集中して掃除できるよう取り組
む。

・学習の振り返りで，友達とのかかわ
りを示す表現ができる児童の割合

70% 51% 69% 99% B

全教科での振り返りを教職員が充
分意識できていなかったが，7月
と比較して意識が高まっている。
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・達成値は7月の51％から1月の
69％と上昇しているものの，目標値
には達していない。そこで，振り返
りを週3回以上は必ず実施するように
具体的に数値目標を設定して更に意
識化できるように実施していく。

山
藤

・アセスの実施による，学級実態把握
・学期に一回以上，グループエンカウ
ンター等，仲間作りのエクササイズを
実施する。

100% 100% 100% 100% A

1月に2回目のアセスを全学年で
行い，個別の取組を学年末に向け
実施していく。学級での仲間づく
りを目指したグループエンカウン
ターは，それぞれ月に１回程度実
施することができた。12月，1
月の生活目標を「外で元気に遊
ぶ」とし，エクササイズを取り入
れることができた。
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・アセス個別判定を生かし，支援の
必要な児童には，きめ細かい支援計
画を学級，学年で立てて実施する。
・友人サポートの必要な児童には，
集団遊びなどを仕組み，仲間づくり
の視点で注視し支援していく。

藤
田
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家庭学習の定着

　　　〈ブロック連携〉

・家庭学習を意欲的に取り組み，毎日
忘れずに提出できる児童の割合

90% 98% 90% 100% A

7月の報告では，下校までに宿題
を提出した児童について９８％と
したが，1月は少しハードルを上
げて朝宿題を提出した児童の割合
を見たので，９０％に下がってい
る。
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・家庭での指導が重要であり，大変だ
と思うが徹底に努力してください。
・読書貯金で成果が出ると良いです。
読書量の増加は国語力アップに繋がり
ます。
・本好きが増えていることは非常に良
いことです。
・下校までの提出だと休憩時間に落ち
着かなくなるので，１月から取り組ん
でいる「朝の提出」が望ましいと思い
ます。
・休み時間にも本を読んでいる子が多
いというのは大変嬉しいことです。

・宿題が未提出の児童には，保護者
への電話連絡を行った。
・宿題忘れが続く時には，明日提出
の宿題を放課後残って指導して帰ら
せるようにした。

金
子

栗原しぐさを中心とした
生徒指導規程に基づく一
貫指導と評価
　　　〈ブロック連携〉

・あいさつ名人の発想は良いです。引
き続き粘り強く指導願います。
・無言掃除の大切さの意味を指導する
と良いでしょう。
・校外での実施状況を把握してくださ
い。
・立ち止まってのあいさつというの
は，なかなか難しいと思いますが，こ
の習慣をつけておくと大人になってか
らの大きな財産になるので是非継続を
お願いします。
・地域でも子供達は栗原しぐさでしっ
かりあいさつをしています。これから
もあいさつがしっかりできる子供達に
育ててください。

田
川

生活リズムの定着

早寝・早起き・朝ご飯
アウトメディアの取組

　　　〈ブロック連携〉

・生活アンケートや自己ふりかえ
りカードを活用し，アウトメディ
アへの実感をもたせる。

100% 100% 100% 100% A

9月の参観日や，懇談会，通信な
どで，積極的に情報発信をして
いったので，生活リズムの定着及
びアウトメディアへの実感につな
がるようなきっかけづくりができ
た。また，第2回実態調査を実施
した結果から，児童や保護者が意
識して家庭でも取り組んだり，保
護者の困り感を把握することがで
きた。
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・保護者と一緒に生活リズムを考える
ことが大事，保護者の理解と協力が必
要ですので，積極的な情報発信の継続
等引き続き頑張ってください。
・積極的な情報発信を一層推進してほ
しい。保護者との連携強化がきわめて
重要です。
・家庭との連携は非常に重要です。引
き続き取組を進めてください。

・保護者の思いや児童の実態から，
外遊びや体力つくりを奨励していく
ことがアウトメディアにつながるの
ではないかと考えられる。今後の取
組として，外遊びや体力つくりとア
ウトメディアを関連させた取組を検
討していく。また，この取組は家庭
と共に進めていく必要があるので，
学年通信や情報提供を継続してい
く。
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共感的人間関係づくり

人とかかわる中で自分や
友達の成長を実感できる
教育の推進

・学校行事
・日々の授業等

・「振り返り」にもっと時間が作れる
ようになるといいですね。

・友達の意見を聞くことの効果が大き
いと思えます。教職員の意識統一が更
に進むことを願います。

・楽しむことが一番です。外遊びの奨
励は大いに期待できます。

・現代は異年齢の子供の交流を持ちに
くい時代です。縦割り活動はおもしろ
い取組だと思います。

・児童集会や縦割り集会を工夫し，異
学年との交流やレクーレーションを学
期に二回以上行う。

100% 100% 100%

・来年度に向けて，児童活動を中心
に縦割り班活動を年間行事計画の中
に組み込む。活動にある自己評価，
相互評価を密にし，お互いに認め合
える場としていく。

髙
橋

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適
正でない。　ハ：わからない。

100% A

縦割り活動に外遊びを加え，児童
の自発的な活動の中に異学年との
交流を行った。学年に応じためあ
てを持たせ，自己肯定感などを高
める取組となった。
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様式1


